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シビックプライド　地域への誇りと愛着を
1月 7日、「二十歳のつどい」記念式典が開催されました。1月 7日、「二十歳のつどい」記念式典が開催されました。
二十歳の節目を迎えられた皆さん、おめでとうございます。二十歳の節目を迎えられた皆さん、おめでとうございます。
皆さんはこれまで、さまざまなことを学び習ってきました。皆さんはこれまで、さまざまなことを学び習ってきました。
今後は学んだことを自ら確かめ判断する「学修」を実践し、今後は学んだことを自ら確かめ判断する「学修」を実践し、
活躍する場が広がる20代に思う存分、挑戦してください。活躍する場が広がる20代に思う存分、挑戦してください。
羽島市出身者としての誇りを持ち、市内外を問わず活躍し羽島市出身者としての誇りを持ち、市内外を問わず活躍し
てください。てください。
皆さんが、輝かしい未来へ歩まれることを心より祈っています。皆さんが、輝かしい未来へ歩まれることを心より祈っています。

羽島市長　松井　聡羽島市長　松井　聡

式典の様子を

まとめました

二十歳のつどい二十歳のつどい
当日の様子当日の様子

式典のダイジェス
トや代表者の準備
の様子など、動画
も公開しています。



　
所
得
税
・
市
県
民
税
の
申
告
期
間
が
2

月
16
日
㈮
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
市
で
は
、

感
染
症
予
防
や
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴

い
、
申
告
会
場
以
外
で
の
申
告
を
推
奨
し

て
い
ま
す
。
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
を
使
用

し
た
電
子
申
告
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
今

後
は
申
告
会
場
を
縮
小
す
る
予
定
で
す
。

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
確
定

申
告
が
必
要
で
す
。

・�

年
末
調
整
さ
れ
て
い
な
い
給
与
収
入

と
、
給
与
所
得
お
よ
び
退
職
所
得
以
外

の
所
得
の
合
計
額
が
20
万
円
を
超
え
る

人
・�

事
業
収
入
が
あ
り
、
所
得
税
を
計
算
し

て
不
足
が
生
じ
る
人

・�

収
入
の
種
類
に
関
わ
ら
ず
、
追
加
の
控

除
等
を
申
告
し
て
所
得
税
の
還
付
を
受

け
た
い
人

※
公
的
年
金
等
の
収
入
が
4
０
０
万
円
以

下
で
、
そ
れ
以
外
の
所
得
が
20
万
円
以
下

の
人
は
確
定
申
告
が
不
要
で
す
。

※
確
定
申
告
が
不
要
な
人
で
も
市
県
民
税

の
申
告
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
令
和
6
年
1
月
1
日
現
在
、
市
内
在
住

で
、
5
年
中
に
所
得
が
あ
っ
た
人
は
市
県

民
税
申
告
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
5
年
中

に
収
入
が
無
い
人
で
も
、
所
得
証
明
書
の

発
行
や
、
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
、
国

民
年
金
保
険
料
の
免
除
を
受
け
る
人
は
申

告
が
必
要
で
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
は
、
申
告
は
不
要
で
す
。

・�

令
和
5
年
分
の
所
得
税
お
よ
び
復
興
特

別
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人

・�

勤
務
先
か
ら
市
へ
年
末
調
整
済
み
の
給

与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
お
り
、

給
与
以
外
の
所
得
が
無
く
、
追
加
す
る

控
除
等
が
無
い
人

・�

公
的
年
金
等
の
支
払
い
を
受
け
た
人

で
、
年
金
以
外
の
所
得
が
無
く
、
追
加

す
る
控
除
等
が
無
い
人

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
ス
マ
ホ
を

使
っ
て
確
定
申
告
が
で
き
ま
す
。

　
画
面
の
案
内
に
沿
っ
て
入
力
す
る
と
税

額
が
自
動
計
算
さ
れ
る
ほ
か
、
ス
マ
ホ
の

カ
メ
ラ
で
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
の
情

報
が
読
み
取
れ
ま
す
。
青
色
申
告
決
算
書

や
収
支
内
訳
書
の
作
成
も
可
能
で
す
。
ま

た
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
連
携
す
る
こ
と

で
、
給
与
所
得
や
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴

収
票
、
株
式
の
特
定
口
座
、
医
療
費
、
ふ

る
さ
と
納
税
な
ど
の
情
報
が
自
動
入
力
さ

れ
ま
す
。

　
医
療
費
控
除
の
申
告
に
は
、
領
収
書
の

代
わ
り
に
医
療
費
控
除
（
も
し
く
は
セ
ル

確
定
申
告
が
必
要
な
人

市
県
民
税
申
告
が
必
要
な
人

自
宅
か
ら
ス
マ
ホ
で
申
告

（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
申
告
）

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」の

添
付
で
明
細
書
を
省
略

確定申告確定申告
スマホ申告スマホ申告ならなら来場不要来場不要

申告期間は 2 月 16 日～ 3 月 15 日

申告書の作成
送信を開始！

動画で見る
確定申告
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フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
）
の
明
細
書

の
添
付
が
必
要
で
す
が
、
医
療
機
関
等
で

支
払
わ
れ
た
自
己
負
担
額
は
「
医
療
費
通

知
（
医
療
費
の
お
知
ら
せ
）」
を
添
付
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
細
書
の
記
入
の
一

部
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
に
は
、「
国

民
健
康
保
険
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
の
は

が
き
を
5
月
・
８
月
・
12
月
に
送
付
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」

（
年
間
分
）
を
2
月
中
旬
以
降
に
交
付
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、

申
告
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
11
月
・
12
月
診
療
分
の
「
国
民

健
康
保
険
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」（
は
が

き
）
は
2
月
末
に
送
付
予
定
で
す
。
は
が

き
を
利
用
し
て
申
告
さ
れ
る
場
合
は
、
お

手
元
に
届
く
ま
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
保
険
年
金
課
（
内
線
２

２
６
２
）

　
申
告
会
場
は
次
の
と
お
り
で
す
。
本
人

確
認
書
類
と
申
告
に
必
要
な
も
の
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

※
土
地
・
建
物
・
一
般
株
式
等
の
譲
渡
、

贈
与
税
、
贈
与
の
関
わ
る
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
を
初
め
て
受
け
る
人
は
マ
ー
サ

21
会
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
ー
サ
21　

4
階
マ
ー
サ
ホ
ー
ル
（
岐
阜

市
正
木
中
1
丁
目
2
番
1
）

期
間　
2
月
16
日
～
3
月
15
日
（
土・日・

祝
日
を
除
く
。
た
だ
し
、
2
月
25
日
㈰
は

開
場
し
ま
す
。）

※
入
場
に
は
国
税
庁
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
で
の
事
前
予
約
ま
た
は
当
日
配
布

の
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

市
民
会
館

期
間　
2
月
16
日
～
3
月
15
日
（
土・日・

祝
日
を
除
く
。）

受
付
時
間　
午
前
9
時
～
11
時
15
分
、
午

後
0
時
50
分
～
3
時
15
分

定
員　
午
前
・
午
後
各
88
人
（
定
員
を
超

え
た
場
合
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。）

※
開
場
後
に
配
布
す
る
、
受
付
番
号
票
に

記
載
さ
れ
た
指
定
時
間
ま
で
は
施
設
外
で

お
待
ち
い
た
だ
き
ま
す
。

※
翌
日
以
降
の
受
け
付
け
、
午
前
中
に
午

後
の
受
け
付
け
、
電
話
で
の
受
け
付
け
は

で
き
ま
せ
ん
。

※
例
年
、
会
場
が
非
常
に
混
雑
し
ま
す
。

ご
自
身
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
を
使
っ
て

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
申
告
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　
市
民
会
館
申
告
会
場
で
は
事
業（
営
業・

農
業
）
所
得
、
不
動
産
所
得
等
が
あ
る
人

を
対
象
に
、
税
理
士
に
よ
る
無
料
相
談
を

行
い
ま
す
。
無
料
相
談
の
受
付
時
間
は
、

確
定
申
告
の
受
付
時
間
と
同
様
で
す
が
、

開
始
時
間
が
異
な
り
ま
す
。

期
間　
２
月
16
日
～
29
日
（
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
）

税
理
士
に
よ
る
無
料
相
談

申
告
会
場

所得の計算に
必要な書類

給与・公的年金などの所得のある人 源泉徴収票（原本）※複数枚ある人は必ず全てお持ちください

事業所得・不動産所得・農業所得などのある人 収支内訳書（あらかじめ作成してお持ちください）

所得控除・
税額控除の

計算に必要な
書類

生命保険料（一般・個人年金・介護医療保険）・
地震保険料（旧長期損害保険料）控除 保険料控除証明書

社会保険料控除
国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料・国民年金
保険料・任意継続保険料など支払額の証明書、領収書
※国民年金保険料の場合は、日本年金機構から送付された控除証明書

医療費控除もしくは
セルフメディケーション税制（医療費控除の
特例）

【共通】医療費控除（もしくはセルフメディケーション税制）の明
細書（医療費の通知書を添付の場合は 2 欄記載不要）

【医療費控除】医療費の通知書（明細書へ添付する場合）
【セルフメディケーション税制】一定の取り組みを行ったことを明
らかにする書類
※医療費の領収書等の提示による受け付けはできません。

障害者控除 身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、障害者控
除対象者認定書など

本人確認書類 次の①～③のいずれかをお持ちください
①マイナンバーカード
②（個人番号）通知カード　＋　身元確認書類
③住民票（個人番号記載）　＋　身元確認書類

その他の
持ち物

・所得税および復興特別所得税の還付が発生する場合は、申告者名義の預貯金口座の分かるもの
・（お持ちの人）税務署からのお知らせハガキ（通知書）、ＩＤ・パスワード方式の届出完了通知
・被扶養者がいる場合、その人のマイナンバーが分かるもの

問い合わせ・郵送先
市県民税申告書
税務課市民税係（内線 2237・2238）
〒 501-6292　羽島市竹鼻町 55

所得税確定申告書
岐阜南税務署　☎（271) 7111
〒 500-8567　岐阜市加納清水町 4-22-2

申告に必要な書類等

※期間中は、市役所税務課、税務署では申告相談業務をしていません。申告会場をご利用ください。作成済みの申告書の提出は受け付けます。
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家
畜
（
牛
、
馬
、
め
ん
羊
、
山
羊
、
豚
、

い
の
し
し
等
）
や
家
き
ん
（
鶏
、あ
ひ
る
、

う
ず
ら
、
き
じ
、
だ
ち
ょ
う
、
ほ
ろ
ほ
ろ

鳥
、
七
面
鳥
）
の
飼
養
者
は
、
２
月
１
日

現
在
の
家
畜
飼
養
状
況
を
県
に
報
告
す
る

義
務
が
あ
り
ま
す
（
ペ
ッ
ト
を
含
む
）。

　
届
出
を
さ
れ
て
い
な
い
人
は
２
月
22
日

㈭
ま
で
に
県
中
央
家
畜
保
健
衛
生
所
ま
た

は
農
政
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
岐
阜
県
中
央
家
畜
保
健

衛
生
所
☎
（
２
０
１
）
０
５
３
０
、
農
政

課
（
内
線
２
６
４
１
）

高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金　
ひ
と
り
親

家
庭
の
父
ま
た
は
母
が
看
護
師
や
介
護
福

祉
士
等
の
資
格
取
得
を
目
指
し
て
養
成
機

関
で
修
学
す
る
場
合
、
高
等
職
業
訓
練
促

進
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金　
ひ
と
り
親

家
庭
の
父
ま
た
は
母
が
就
職
や
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
の
た
め
、
雇
用
保
険
制
度
の
指
定

教
育
訓
練
講
座
を
受
講
し
て
修
了
し
た
場

合
、
費
用
の
一
部
を
支
給
し
ま
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定

試
験
合
格
支
援
事
業
給
付
金　

ひ
と
り
親

家
庭
の
親
ま
た
は
児
童
が
高
等
学
校
卒
業

程
度
認
定
試
験
合
格
の
た
め
の
講
座
を
受

講
し
た
場
合
、
受
講
に
か
か
っ
た
費
用
の

一
部
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
要
件　
受
講
開
始
後
の
申
請
は
原
則

受
け
付
け
が
で
き
ま
せ
ん
。
給
付
金
の
種

類
に
よ
っ
て
要
件
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
・
健
幸
課
子
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
（
内
線
２
５
２
４
）

　

市
内
で
子
育
て
支
援
を
行
っ
て
い
る

サ
ー
ク
ル・団
体
を「
羽
島
市
子
育
て
サ
ー

ク
ル
・
子
育
て
支
援
団
体
」
と
し
て
登
録

し
、
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　
登
録
団
体
は
、
市
が
配
布
す
る
チ
ラ
シ

等
で
紹
介
す
る
ほ
か
、
市
福
祉
ふ
れ
あ
い

会
館
の
利
用
料
が
２
分
の
１
減
免
さ
れ
ま

す
。
登
録
を
希
望
す
る
場
合
は
、
登
録
書

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
期
間　
２
月
１
日
～
29
日

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
・
健
幸

課
（
内
線
２
５
２
２
）

　
空
き
家
・
空
き
地
に
関
す
る
物
件
情
報

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、物
件
を「
売

り
た
い・貸
し
た
い
」
と
い
う
人
と
、「
買

い
た
い
・
借
り
た
い
」
と
い
う
人
の
橋
渡

し
を
行
う
制
度
で
す
。

　
市
内
に
空
き
家
を
所
有
の
人
は
、
ぜ
ひ

活
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
生
活
安
全
課
（
内
線
２

１
５
２
）

　

障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、誰
も
が

互
い
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
う
共
生

社
会
の
実
現
の
た
め
、「
障
害
を
理
由
と
す

る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
法
律
に
は
、行
政
機
関
や
会
社
、店

舗
な
ど
の
民
間
事
業
者
が
取
り
組
む
べ
き

障
が
い
者
に
対
し
て
の
不
当
な
差
別
的
取

り
扱
い
の
禁
止
や
、合
理
的
配
慮
の
提
供

に
関
す
る
内
容
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、お
互

い
に
認
め
合
い
な
が
ら
、共
に
生
き
る
社

会
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
課
（
内
線
２
５
１

２
）

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、
保
険

料
を
ま
と
め
て
前
払
い
す
る
と
割
引
が
あ

る
「
前
納
」
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
前
納
の
方
法
は
、
口
座
振
替
、
現
金
納

付
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
で
す
。
口

座
振
替
に
よ
る
前
納
は
、
現
金
納
付
や
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
に
よ
る
前
納
よ
り

も
割
引
額
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
前
納
の
種
類
は
、
２
年
前
納
、
１
年
前

納
、
６
カ
月
前
納
が
あ
り
ま
す
。
今
年
の

４
月
か
ら
新
た
に
口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
納
付
に
よ
る
前
納
を
希
望
す
る

人
は
、
申
出
書
を
岐
阜
南
年
金
事
務
所
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
２
月
29
日
㈭
必

着
）

　
な
お
、
現
金
に
よ
る
２
年
前
納
の
場
合

も
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
岐
阜
南
年
金
事
務
所
☎

（
２
７
３
）
６
１
６
１
ま
た
は
保
険
年
金

課
（
内
線
２
２
６
４
）

　

２
月
は
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、

国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
、
介
護
保
険
料
の
納
付
月
で
す
。
納

期
限
は
２
月
29
日
㈭
で
す
。

　
子
宮
が
ん
は
、
20
代
か
ら
30
代
の
若
年

層
で
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
定
期
的
に

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
者　
20
歳
以
上
の
女
性

検
診
料　
頸
部
１
１
０
０
円
、
頸
部
・
体

部
１
７
０
０
円
（
問
診
の
結
果
、
必
要
と

認
め
ら
れ
た
人
の
み
）

実
施
医
療
機
関　
陳
産
婦
人
科
☎
（
３
９

１
）
４
１
８
８
ま
た
は
ア
イ
リ
ス
ベ
ル
ク

リ
ニ
ッ
ク
☎
（
３
９
３
）
１
１
２
２

受
診
方
法　
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
を

証
明
で
き
る
保
険
証
等
を
持
参
し
、
２
月

29
日
㈭
ま
で
に
実
施
医
療
機
関
を
受
診

※
子
宮
頸
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
対

象
者
（
平
成
14
年
４
月
２
日
〜
15
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
女
性
）
は
、
令
和
5
年
５

月
に
配
布
さ
れ
た
ク
ー
ポ
ン
券
に
よ
り
無

料
で
受
診
で
き
ま
す
。
紛
失
し
た
場
合
は

再
発
行
し
ま
す
。

※
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
無
料
の
た
め
、

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
・
健
幸
課
（
内

線
５
３
０
２
）

　
令
和
５
年
４
月
２
日
以
降
に
原
動
機
付

自
転
車
・
二
輪
車
・
軽
自
動
車
な
ど
を
手

放
し
た
り
、
使
用
を
や
め
た
り
し
た
場
合

は
、
令
和
６
年
４
月
１
日
㈪
ま
で
に
廃
車

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
軽
自
動
車
税
は
月
割
り
課
税
の

制
度
が
無
い
た
め
、
４
月
２
日
以
降
に
廃

車
の
手
続
き
を
し
て
も
年
税
額
全
額
を
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
原
動
機
付
自
転
車
（
１

２
５
ｃ
ｃ
以
下
）、
小
型
特
殊
自
動
車
＝

税
務
課
（
内
線
２
２
３
２
）
▽
二
輪
車
、

二
輪
の
小
型
自
動
車
＝
中
部
運
輸
局
岐
阜

運
輸
支
局
（
岐
阜
市
日
置
江
２
６
４
８
番

地
１
）
☎
０
５
０
（
５
５
４
０
）
２
０
５

３
▽
三
輪
、
四
輪
の
軽
自
動
車
＝
軽
自
動

車
検
査
協
会
岐
阜
事
務
所
（
福
寿
町
千
代

田
３
丁
目
84
番
地
）
☎
０
５
０
（
３
８
１

６
）
１
７
７
５

　

生
活
環
境
の
改
善
と
水
質
保
全
の
た

め
、下
水
道
へ
の
接
続
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。下
水
道
の
供
用
開
始
か
ら
３

年
以
内
で
あ
れ
ば
、改
造
工
事
資
金
の
融

資
あ
っ
せ
ん
お
よ
び
利
子
補
給
制
度
を
利

用
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
経
営
課
（
内
線
２
１
６

３
）

　
国
際
交
流
協
会
で
は
、
発
展
途
上
国
の

子
ど
も
を
支
援
す
る
た
め
、
書
き
損
じ
は

が
き
の
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
消
印
の
な
い
郵
便
は
が
き
で
あ
れ
ば
構

い
ま
せ
ん
。
市
役
所
受
付
と
図
書
館
に
回

収
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
書
き
損
じ
は
が
き
の
回

収
が
国
際
交
流
に
つ
な
が

り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
市
民
協
働
課
内
・
内
線
２
３
１
２
）

　

医
療
機
関
等
で
治
療
を
受
け
る
場
合

は
、
毎
回
保
険
証
を
提
示
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
保
険
証
を
提
示
せ
ず
に
治
療
を

受
け
た
場
合
は
、
治
療
費
が
全
額
自
己
負

担
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
急
病
な
ど
緊

急
で
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
き

は
、
申
請
に
よ
り
支
払
っ
た
治
療
費
の
う

ち
、
保
険
給
付
分
の
払
い
戻
し
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
国
民

健
康
保
険
の
加
入
者
で
、
こ
れ
に
該
当
す

る
人
は
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
医
療
機
関
等
へ
の
支
払
い
後
、

２
年
を
過
ぎ
る
と
請
求
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
に
必
要
な
も
の　
治
療
内
容
の
分
か

る
領
収
書
・
保
険
証
・
振
込
口
座
の
分
か

る
も
の
、
個
人
番
号
の
分
か
る
も
の
、
本

人
確
認
書
類

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　
保
険
年
金
課（
内

線
２
２
６
２
）

　
解
雇
や
倒
産
、
雇
い
止
め
な
ど
で
離
職

し
た
場
合
（
非
自
発
的
失
業
者
）
は
、
申

請
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
税
を
軽
減
し
ま

す
。
離
職
日
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま
で

の
間
、
国
民
健
康
保
険
税
算
定
の
た
め
の

前
年
所
得
の
う
ち
、
給
与
所
得
を
本
来
の

１
０
０
分
の
30
と
み
な
し
ま
す
。
該
当
す

る
人
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者　
65
歳
未
満
（
失
業
時
点
）
で
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
ま
た
は
雇
用
保
険

受
給
資
格
通
知
に
記
載
の
離
職
理
由
が

11
、
12
、
21
、
22
、
23
、
31
、
32
、
33
、

34
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

申
請
に
必
要
な
も
の　
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
通

知
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
世
帯

主
の
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
、
世
帯
主

と
非
自
発
的
失
業
者
に
該
当
す
る
人
の
個

人
番
号
が
分
か
る
も
の

問
い
合
わ
せ
先　
保
険
年
金
課
（
内
線
２

２
6
５
）

保
険
証
を
提
示
せ
ず
に

受
診
し
た
と
き
は
申
請
を

国
民
年
金
保
険
料
の
前
納
制
度

書
き
損
じ
は
が
き
の
回
収

公
共
下
水
道
へ
早
期
加
入
を

月
の

子
育
て
支
援
団
体
の
活
動
支
援

税
・
料
の
納
付

お
し
ら
せ

原
動
機
付
自
転
車
な
ど
の

廃
車
申
告
を
忘
れ
ず
に

非
自
発
的
失
業
者
の

国
民
健
康
保
険
税
を
軽
減

家
畜
飼
養
者
の
報
告

子
宮
が
ん
検
診

2
月
29
日
㈭
ま
で
に
受
診

２ひ
と
り
親
家
庭
の
父
・
母
の

資
格
取
得
を
支
援

障
が
い
に
よ
る
差
別
を
解
消

毎月毎月 33日日～～77日は日はさかなさかなのの日日
令和 5年 8月下旬以降、一部の国・地域で日本
産水産物の輸入が停止され、日本の水産業が大
きな影響を受けています。「さかなの日」には、
栄養豊富でおいしい日本の水産物を積極的に食
べて、日本の水産業を応援しましょう。

空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク

今月の休日窓口業務 2 月 11 日（日）・25 日（日）午前 8 時 30 分～正午（市民課・保険年金課・税務課・収納課）

税
・
料
の
お
支
払
い
は
、
安
心
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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市民アンケート調査
男女共同参画プランの作成に関する市民アンケート調査
にご協力いただき、ありがとうございます。
調査結果は、新たな計画策定の基礎資料とし、市ホーム
ページに公開する予定です。回収結果は次のとおりです。
調査期間　8 月 25 日～ 9 月 19 日
配布数　1,000 枚
回収数　340 枚（うちウェブ回答 83 枚）
回収率　34.0％
問い合わせ先　市民協働課（内線 2312）

所
蔵
品
展
「
山
へ
の
ま
な
ざ
し
」

　
山
を
主
題
と
し
た
作
品
を
中
心

に
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
期
間
＝
３
月
３
日
㈰
ま
で

関
連
イ
ベ
ン
ト

①
制
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
山
の

風
景
を
描
こ
う
」

●
講
師
＝
黒
田
勝
氏
（
市
美
術
協

会
顧
問
）　

●
日
時
＝
２
月
17
日

㈯
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分　
●
定
員
＝
各

回
８
人
（
18
歳
以
上
）　

●
材
料

費
＝
２
０
０
円　
●
持
ち
物
＝
山

の
写
真
（
印
刷
物
で
も
可
）

②
学
芸
員
に
よ
る
展
覧
会
ガ
イ
ド

●
日
時
＝
２
月
８
日
㈭
・
18
日
㈰
・

28
日
㈬
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30

分　
●
定
員
＝
各
回
６
人 　

※
い
ず
れ
も
要
予
約
・
別
途
入
館

料
が
必
要

◇
入
館
料
＝
高
校
生
以
上
３
０
０

円
、
中
学
生
以
下
無
料

◇
開
館
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◇
休
館
日
＝
２
月
５
日
㈪
・
13
日

㈫
・
19
日
㈪
・
26
日
㈪

※
イ
ベ
ン
ト
の
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
は
、
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
☎

（
３
９
３
）
０
９
５
１
へ

赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム

●
日
時
＝
２
月
７
日
㈬
・
21
日
㈬

午
前
10
時
30
分
～
正
午

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝

居
、
手
遊
び
を
し
ま
す
。

●
日
時
＝
２
月
10
日
㈯
・
24
日
㈯

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

ブ
ッ
ク
リ
ユ
ー
ス

　
ご
家
庭
で
読
ま
な
く
な
っ
た
本

の
交
換
会
で
す
。

●
日
時
＝
２
月
10
日
㈯
午
後
２
時

～
２
時
30
分

◇
開
館
＝
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

◇
休
館
日
＝
２
月
５
日
㈪
・
13
日

㈫
・
19
日
㈪
・
26
日
㈪
・
29
日
㈭
、

３
月
4
日
㈪

※
詳
し
く
は
、
図
書
館
☎
（
３
９

２
）
２
２
７
０
へ

企
画
展
「
昔
の
く
ら
し
と
道
具
展　

羽
島
・
竹
鼻
小
学
校
の
歴
史
を
た

ど
る
」

●
期
間
＝
３
月
17
日
㈰
ま
で

映
画
の
集
い
「
宗
方
姉
妹
」

●
日
時
＝
２
月
10
日
㈯
午
前
10
時

～
、
午
後
２
時
～

マ
イ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
和
菓
子
木

型
展
」
竹
鼻
町　

旧
鶴
屋
さ
ん

●
期
間
＝
３
月
20
日
㈬
ま
で

◇
入
館
料
＝
高
校
生
以
上
３
０
０

円
、
中
学
生
以
下
無
料　
※
マ
イ

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
参
観
は
無
料　

◇
開
館
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◇
休
館
日
＝
２
月
５
日
㈪
・
13
日

㈫
・
19
日
㈪
・
26
日
㈪
、
３
月
４

日
㈪

※
詳
し
く
は
、
同
資
料
館
☎
（
３

９
１
）
２
２
３
４
へ

糖
尿
病
教
室
・
相
談
会

●
日
時
＝
２
月
19
日
㈪
午
後
２
時

～
３
時　
●
テ
ー
マ
＝
「
足
の
手

入
れ・血
糖
測
定
」「
ス
ー
パ
ー
や

コ
ン
ビ
ニ
を
う
ま
く
活
用
し
た
食

事
」　

●
場
所
＝
市
民
病
院
診
療

棟
３
階
講
義
室　
●
参
加
料
＝
無

料　
●
詳
し
く
は
、
市
民
病
院
☎

（
３
９
３
）
０
１
１
１
へ

　
遺
言
・
任
意
後
見
・
離
婚
･
賃

貸
借
な
ど
公
正
証
書
作
成
に
つ
い

て
、公
証
人
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時
＝
２
月
19
日
㈪
午
前
10
時

～
正
午
、
午
後
1
時
～
３
時
（
要

予
約
）　

●
場
所
＝
羽
島
市
役
所

●
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
総
合
相

談
室
（
内
線
２
５
３
２
）
へ

 

不
二
竹
鼻
町
屋
ギ
ャ
ラ
リ
ー

昨年の 1月から 12月までに市内で
発生した火災・救急の件数は右表の
とおりです。（数値は速報値）
前年と比べると火災発生件数は 10
件減少、救急出動件数は過去最多で
209 件増加しました。「すぐに病院
に行くべきか」「救急車を呼ぶべき
か」と迷った時は救急安心センター
ぎふ（♯7119）に電話してください。

火災が発生しやすい季節を迎えま
す。火の取り扱いに注意し、火災の
発生を防止しましょう。

区分 令和 4 年 令和 5 年
建物火災 8 5（－ 3）
車両火災 2 2（増減なし）

その他火災 18 11（－ 7）
合計 28 18（－ 10）

火災の状況（単位：件）
救急の状況（単位：件）

区分 令和 4 年 令和 5 年
急病 1,979 2,207（＋ 228）

一般負傷 470 503（＋ 33）
交通事故 293 277（－ 16)
その他 309 273（－ 36）
合計 3,051 3,260（＋ 209）

　
市
で
は
、毎
年
２
回「
市
の
財
政

事
情
」
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
令
和
５
年
度
上
半
期
（
４

月
～
９
月
）
の
予
算
執
行
状
況
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計

　

一
般
会
計
歳
入
の
収
納
率
は
、

49
・
9
%
で
、
前
年
同
期
よ
り

３・
１
ポ
イ
ン
ト
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
歳
出
の
執
行
率
は
40
・

３
％
で
、
前
年
同
期
よ
り
２
・
１

ポ
イ
ン
ト
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計

　
特
別
会
計
各
事
業
を
合
算
す
る

と
、
歳
入
の
収
納
率
は
45
・
６
%

（
前
年
同
期
よ
り
０
・
４
ポ
イ
ン

ト
増
）、
歳
出
の
執
行
率
は
38・８

%
（
前
年
同
期
よ
り
２
・
９
ポ
イ

ン
ト
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

企
業
会
計

　
独
立
採
算
で
運
営
さ
れ
る
企
業

会
計
に
は
病
院
事
業
、水
道
事
業
、

下
水
道
事
業
が
あ
り
ま
す
。

　
各
執
行
状
況
は
、
左
表
の
と
お

り
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
財
務
課
（
内
線

２
４
９
１
）

※
病
院
事
業
＝
市
民
病
院
総
務
課

☎
（
３
９
３
）
０
１
１
１

※
水
道
事
業
・
下
水
道
事
業
＝
経

営
課
（
内
線
２
１
６
２
）

令
和
５
年
度
上
半
期
予
算
の
執
行
状
況

一
般
会
計
歳
出　

執
行
率
は
約
40
％

歳入
（収納率）

歳出
（執行率）

一般会計 49.9% 40.3%

特
別
会
計

国民健康保険 49.8% 39.0%

介護保険 42.5% 40.6%

羽島市・羽島郡二町
介護認定審査会事業 100.1% 41.5%

インター北土地区画整理事業 101.4% 58.1%

駅北本郷土地区画整理事業 99.9% 49.9%

後期高齢者医療 31.0% 25.4%

企
業
会
計

病院事業
収益的収支 43.8% 43.0%

資本的収支 20.9% 31.9%

水道事業
収益的収支 39.4% 36.9%

資本的収支 37.9% 19.8%

下水道事業
収益的収支 63.9% 41.7%

資本的収支 8.9% 28.5%

会計別予算執行状況

年間の救急 3,260 件  過去最多

催

し

 

図
書
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ガイド
  月の２

 

歴
史
民
俗
資
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館
・
映
画
資
料
館

 

市
民
病
院

♨今月の羽島温泉の休館日　2 月 5 日（月）・15 日（木）・26 日（月）

 

遺
言
公
正
証
書
相
談
会

老人福祉センター 3 月 31日廃止
施設のあり方を検討
有識者や市内の各種団体の代表者、公募市民らで構成す
る市公共施設等検討委員会にて「老人福祉センターのあ
り方」が検討されました。
令和 4年 4月に委員会から「老人福祉センターはやむを
得ず廃止し、その有する機能については、同じ老人福祉
センターとして位置付けのある羽島温泉への統合や他の
公共施設での代替えにより対応することが妥当と考える」
との答申をいただきました。
施設の廃止決定と一部機能の移転
市では、その答申を踏まえ検討を重ねた結果、施設の老
朽化や今後の更新費、必要な機能の代替性等を総合的に
勘案し、3月 31日をもって廃止することとしました。廃
止に当たり、老人福祉センター羽島温泉への一部機能の
集約を図るとともに、既存サービスを拡充します。
問い合わせ先	 総合政策課（内線2345）、
	 	 高齢福祉課（内線2552）

問い合わせ先
消防本部予防課☎（392）2601

長年にわたり消防活動に従事された消防職・団員 116
人が表彰されました。受章者は次の皆さんです。
羽島市長表彰
市政功労表彰一般（15 年）橋本昌司、番英雄、藤本喜文、
青井泰樹、岩田匡可
功労章（10 年）武藤忍、小濱純一、田中久貴、淺野浩
司、太田充、齋藤正人、菅谷康彦、小森喜仁、髙砂知明、
井上克叙、𠮷川真司、森川益光
消防功績章表彰　後藤泰伸、森一賢
羽島市消防長表彰
消防勤続章（15 年）木股健二、古宮山真樹、北川直紀
消防勤続章（10 年）則武誠、古川雄也、谷口薫
羽島市消防協会長表彰
勤労章　縄田孝幸、浅野隆博、大槻充、小池和成、若
狭洋玄、不破真一、森島まゆみ、水谷宗玄、加藤二治夫、
今井田直久、深貝友則、久米達也、堀由紀子、森真由美、
河村奈美、古野惠美子、浅井友美、近藤小百合、河合真由、
浅野弓子、坂田祥子、高橋由香里、渡辺健司、伊藤奨、

渕上賢一、𠮷田純、原一真、足立昌洋、大槻明洋、坂
倉大介、山田誠治、𠮷村友明、西崎晋吾、早川幸宏
羽島市消防団長表彰
勤続章（5 年）河田洋平、藤川康彦、山村敏之、住田
清治、土生雄一、久野修平、瀬古竜二、笹野喜崇、番
裕之、近藤修、鈴木佑太朗、藤後彰太、古賀健太、尾
畑功、山田隆之、林晃司、加藤宏章、渡邉努、田中祥平、
小川裕幸、𠮷田賢範、松田武士、石田雄介、大井英俊、
永縄隆司、太田国広、冨岡誠聖、脇田博之、冨田幸則、
滝和浩、神戸省吾、小川智哉、岡田俊秀、橋本貴裕、
近藤寛幸
勤続章（3 年）番秀晃、加藤義之、佐川ゆかり、堀田
千枝、林佑輝、入山新、伊藤卓也、水谷慎吾、片田優作、
山田慶彦、浅野正己、渡邉将英、川辺浩一、笹野将之、
不破正貴、浅井常広、澤田益典、古川英太郎、高橋克彦、
川本裕基、神戸善規
らっぱ隊勤続表彰（3 年）間宮徹　　　（順不同・敬称略）
問い合わせ先　消防本部総務課☎（392）3256

消
防
職
・
団
員
の
表
彰
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震度計を移設 3 月末まで震度表示なし
市に設置されている震度計を移設します。
移設に当たり、羽島市における震度の観測が行えなくな
るため、テレビやウェブニュースで羽島市の震度が発表
されません。その間は笠松町等、近隣の震度を参考にし
てください。ご理解・ご協力をお願いします。
※緊急地震速報には影響ありません。
問い合わせ先　危機管理課（内線 5102）



日　時　5 月 2 日 (木)　昼の部 午後 1 時 30 分～
　　　　　　　　　　　夜の部 午後 6時～
入場料　Ｓ指定席 8,300 円、Ａ指定席 5,500 円
	 （当日同額・税込・3 歳以上有料・3 歳未満入場不可）
チケット販売日
　来館販売　3月 2日（土）午前9時～
　電話予約　3月 3日（日）午前9時～
※友の会会員は各1週間前から
　予約販売開始します。
※会員販売で完売した場合、
　一般販売はありません。
※一般販売の購入は1人 6枚
　までとさせていただきます。

休館日　2 月 6 日 (火)・13 日 (火)・20 日 (火)・27 日 (火)

宝塚歌劇 雪組 全国ツアー羽島公演　朝美絇、夢白あや主演

ミュージカル「仮面のロマネスク」～ラクロ作「危険な関係」より～
ショー・パッショナブル「Gato Bonito!!」

～ガート・ボニート、美しい猫のような男～

●祝日は、全ての相談を休みます。
●相談は無料で、秘密は厳守します。
●予約については、事前にお問い合わせください。
●場合により中止になることがあります。

種別 相談日 時間
行政相談 3 月 7 日 13：00~15：00

法律相談
（予約制） 2 月14 日、3 月13 日 13：00~15：00

交通事故相談 毎週火曜日 10：00~16：00

年金・社会保険
労働相談（予約制） 3 月 4 日 13：00~16：00

心配ごと相談
（予約制） 2 月16 日、3 月1日 13：00~16：00

人権相談 2 月 8 日 13：00~15：00

就業促進相談 毎週月・木曜日 13：00~15：00

登記・相続相談
（予約制） 2 月 7 日、3 月 6 日 13：00~16：00

不動産相談
（予約制） 2 月 21日 13：00~16：00

建築設計相談
（予約制） 2 月 28 日 13：00~16：00

多重債務相談
（予約制） 2 月 20 日 13：00~16：00

消費生活相談 毎週月～金曜日 9：00~12：00
13：00~16：00

遺言等相談
（予約制） 2 月19 日 10：00~12：00

13：00~15：00
おみサポ・ぎふ

登録受付 毎週月～金曜日 10：00~16：00

information+
相談ダイアリー 不二羽島文化センター

問い合わせ先　不二羽島文化センター☎ (393)2231
ホームページアドレス　https://hashima-culture.jp/

問い合わせ先　市民総合相談室（内線 2532）

竹鼻まつり 山車の曳き手募集

竹鼻まつりを盛り上げる山車の曳き手を募集しま竹鼻まつりを盛り上げる山車の曳き手を募集しま
す。あなたも山車を曳いてみませんか。す。あなたも山車を曳いてみませんか。
期日期日　5月3日（金・祝）※雨天の場合、5月4日（土）　5月3日（金・祝）※雨天の場合、5月4日（土）
曳行時間曳行時間　午前8時～午後 5時※各町で異なる　午前8時～午後 5時※各町で異なる
募集人員募集人員　成人60人（先着順）　成人60人（先着順）
参加料参加料　無料（法被貸し出し・弁当・保険加入あり）　無料（法被貸し出し・弁当・保険加入あり）
申し込み方法　申し込み方法　各コミュニティセンターで配布す各コミュニティセンターで配布す
る応募用紙を記入し、2月 29 日（木）までに竹鼻る応募用紙を記入し、2月 29 日（木）までに竹鼻
コミュニティセンターへ提出（FAX可）コミュニティセンターへ提出（FAX可）
※参加者決定後、後日説明会を実施※参加者決定後、後日説明会を実施
問い合わせ先　問い合わせ先　竹鼻コミュニティセンター竹鼻コミュニティセンター
　　　　　　　☎・FAX（391）3165　　　　　　　☎・FAX（391）3165

新型コロナワクチンの特例臨時接種は、令和６年３月末で終了
です。接種希望の人は、２月中の接種をご検討ください。
なお、追加接種は、令和５年９月 20 日以降に一度限りです。
予約方法
12 歳以上　インターネットもしくはコールセ
ンター☎ 0120（567）623 で予約する。３
月は市新型コロナワクチン対策室に連絡する。
生後 6 カ月以上 4 歳以下　乳幼児用・小児用
ワクチンの実施医療機関へ直接予約する。
接種券の申請方法
手元に接種券が無い場合は、新型コロナワクチ
ン対策室までご連絡ください。インターネット
からも申請可能です。
問い合わせ先　新型コロナワクチン対策室（内線 5304）

新型コロナワクチン接種

ワクチン
予約サイト

接種券の
申請
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Ⓒ宝塚歌劇団

は
し
ま

愛愛

市
長
の
コ
ラ
ム

　
元
旦
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
。
大
き

な
つ
め
跡
を
残
し
た
被
災
地
で
は
、
復
旧
作

業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。羽
島
市
か
ら
も
、

緊
急
消
防
援
助
隊
岐
阜
県
隊
員
と
し
て
の
消

防
職
員
の
参
加
を
は
じ
め
、罹
災
証
明
受
付
、

応
急
給
水
、
下
水
管
き
ょ
被
害
調
査
の
活
動

へ
職
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
私
は
発
生
直
後
に
テ
レ
ビ
か

ら
流
れ
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
山
内
泉
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
呼
び
か
け
に
強
い
印
象
を
抱
き
ま
し
た
。

　
１
月
１
日
午
後
４
時
10
分
頃
、
石
川
県
輪

島
市
の
東
北
東
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
６

の
地
震
が
発
生
。
同
県
志
賀
町
で
は
震
度
７

が
観
測
さ
れ
、
羽
島
市
で
も
当
初
、
震
度
３

の
発
表
が
あ
っ
た
横
揺
れ
を
感
じ
ま
し
た
。

元
日
の
夕
食
前
に
起
き
た
地
震
に
、
急
い
で

玄
関
を
開
け
て
家
族
を
外
に
連
れ
出
し
、
し

ば
ら
く
し
て
室
内
に
戻
る
と
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
災
害

報
道
が
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

女
性
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
山
内
泉
さ
ん
が
、

津
波
警
報
発
令
を
知
ら
せ
た
後
「
テ
レ
ビ
を

見
て
い
な
い
で
急
い
で
逃
げ
て
く
だ
さ
い
」

「
引
き
返
し
た
り
し
な
い
こ
と
」「
今
す
ぐ
逃

げ
る
こ
と
」
等
と
連
呼
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

口
調
の
強
さ
に
は
、
少
な
か
ら
ず
驚
き
ま
し

た
。

　
予
想
通
り
、
山
内
ア
ナ
の
報
道
後
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
上
は
大
騒
ぎ
。「
突
然
の
絶
叫
モ
ー
ド
変

換
」「
叫
び
す
ぎ
」
と
の
意
見
が
あ
る
一
方

「
こ
ん
な
ふ
う
に
危
機
感
を
伝
え
ら
れ
る
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
は
い
な
い
」
と
い
っ
た
反
応
等

が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
山
内
ア
ナ
の
呼
び
か
け
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ

ウ
ン
ス
室
が
２
０
２
１
年
に
取
り
ま
と
め

た
「
地
域
版
命
を
守
る
呼
び
か
け
」
と
題
し

た
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
た
も
の
で
し
た
。
マ

ニ
ュ
ア
ル
作
成
に
は
、
全
国
40
以
上
の
局
が

参
加
。若
手
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
中
心
と
な
り
、

防
災
の
専
門
家
や
行
政
機
関
、
地
元
住
民
の

方
々
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し

て
６
０
０
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

取
り
ま
と
め
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
内
の
周
知
を
進
め
た

の
は
、
横
尾
泰
輔
ア
ナ
、
井
上
二
郎
ア
ナ
、

高
瀬
耕
造
ア
ナ
ら
チ
ー
フ
ア
ナ
を
中
心
と
し

た
面
々
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
チ
ー
フ
ア
ナ
の
方
々
は
東
日
本
大
震
災
の

折
、
災
害
状
況
を
伝
え
る
無
力
感
を
味
わ
い

「
こ
と
ば
で
命
を
守
る
」
報
道
姿
勢
を
後
輩

の
皆
さ
ん
に
育
み
、
そ
の
結
果
が
今
回
の
山

内
ア
ナ
の
呼
び
か
け
に
つ
な
が
っ
た
と
、
局

内
で
は
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
役
割
は
、
ニ
ュ
ー
ス
や

情
報
を
伝
え
た
り
、番
組
の
司
会
を
務
め
る
。

台
本
に
基
づ
き
、
自
分
の
言
葉
や
ス
タ
イ
ル

で
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
司
会
を
す
る
。
人
々

に
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
、

ニ
ュ
ー
ス
原
稿
を
正
し
い
発
音
で
読
み
上
げ

る
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
相
手
に
的
確
に
質
問

し
、
視
聴
者
の
知
り
た
い
情
報
を
引
き
出
す

よ
う
に
誘
導
す
る
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
山
内
ア
ナ
は
現
在
、
東
京
ア
ナ
ウ
ン
ス
室

に
所
属
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
前
は
、
金
沢

放
送
局
で
２
０
２
１
年
３
月
ま
で
勤
務
さ
れ

て
い
た
そ
う
で
す
。
慣
れ
親
し
ん
だ
前
任
地

で
の
思
い
を
込
め
、
懸
命
に
命
を
守
る
行
動

を
呼
び
か
け
ら
れ
た
今
回
の
報
道
は
、
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
超
越
し
た
心
の

伝
達
だ
と
思
い
ま
し
た
。

第
111
回

羽
島
市
長　
松
井　

聡

「
今
す
ぐ
逃
げ
て
‼
」
声
で
背
中
押
す

　
「
生
き
る
と
い
う
こ
と　

む
ず
か
し
き　

夜
寒
か
な
」。
浅
草
の
支
局
に
い
た
頃
、

浅
草
神
社
境
内
で
見
た
句
碑
の
言
葉
が
身

に
染
み
る
。
劇
作
家・川
口
松
太
郎
の
作
。

生
き
る
と
い
う
こ
と
は
ど
の
時
代
で
も
そ

う
な
の
か
▼
新
年
明
け
に
「
能
登
半
島
地

震
」
と
航
空
機
の
衝
突
事
故
。
日
に
日
に

被
害
が
拡
大
し
胸
が
ふ
さ
が
る
。
そ
う
感

じ
て
い
る
人
は
多
い
に
違
い
な
い
。
新
年

の
挨
拶
で
誰
も
口
を
つ
い
て
出
る
。「
元

気
に
頑
張
っ
て
」
は
重
い
。
せ
め
て
温
か

い
気
持
ち
に
触
れ
た
い
の
が
人
情
だ
▼
不

二
羽
島
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
1
月
初
め
に

開
か
れ
た
「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」。
市
内

の
小
中
学
校
を
卒
業
し
た
7
割
超
の
５
４

２
人
が
参
加
。5
年
ぶ
り
の
再
会
だ
っ
た
。

中
学
校
区
別
交
流
会
で
は
「
会
い
た
か
っ

た
」「
か
わ
い
い
」
と
晴
れ
着
姿
を
ほ
め

合
い
ハ
グ
、
ま
っ
す
ぐ
な
姿
に
心
が
和
ん

だ
▼
恩
師
の
言
葉
も
温
か
か
っ
た
。「
助

け
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
ょ

う
。し
ん
ど
か
っ
た
ら
言
っ
て
く
だ
さ
い
。

言
わ
れ
た
ら
助
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
」。

ふ
さ
が
れ
た
胸
が
ふ
と
開
い
た
。

水 紋
心は温かく

広報アドバイザー
（元中日新聞記者）

　　　　　西尾　敏正

11 2024.2　広報はしま

令和5年 4月の道路交通法の改正により、全年齢の自転
車利用者のヘルメット着用が努力義務化されました。
市と岐阜羽島地区交通安全協会羽島市10支部会は、12
月 7日に岐阜県警察の推進する「岐阜県警察カリメロヘ
ルメットプロジェクト」に協力し、県内初となる「羽島

市自転車ヘルメット着用推進宣言」を行いました。
宣言後、市内各地で啓発活動を実施しています。
自転車乗車時は自らの命を守るため、必ず自転車用ヘル
メットを着用しましょう。
問い合わせ先　生活安全課（内線2152）

着用しよう！自転車用ヘルメット



コンビニ交付で100 円お得

	 　詳細は二次元コードから
	 	 　ご確認ください。

期日 医療機関 ( 医科・歯科 )

2 月 4 日
(日)

不破医院（正木町）
☎（391）2238

たなかファミリー歯科（正木町）
☎（392）1158

2 月 11 日
(日)

村上診療所（竹鼻町）
☎（216）7722

棚橋歯科医院（竹鼻町）
☎（391）7231

2 月 12 日
(月)

長良川クリニック（竹鼻町）
☎（392）2525

戸田歯科医院（竹鼻町）
☎（391）8354

2 月 18 日
(日)

山田医院（上中町）
☎（392）2313

花村歯科医院（福寿町）
☎（392）0554

2 月 23 日
(金)

羽島整形外科・皮膚科（舟橋町）
☎（394）1511

はま歯科医院（正木町）
☎（394）4662

2 月 25 日
(日)

渡邉医院（竹鼻町）
☎（392）2223

広瀬歯科医院（正木町）
☎（391）5694

3 月 3 日
(日)

青山内科（竹鼻町）
☎（392）3821

札場歯科医院（正木町）
☎（392）8868

父：堀洸輔さん　母：里香さん　〔堀津町〕

（
１
歳
２
カ
月
）

応募はコチラ 父：馬場雄大さん　母：雪菜さん　〔正木町〕

（
１
歳
９
カ
月
）

休日急病診療 診療時間
午前9時～午後2時

行事名【対象者】 期日等 時間

乳幼児相談
【乳幼児】

2 月 8 日 (木)・20 日 (火)、
3 月 5 日 (火)

9：00 ～ 11：30
（受付）

離乳食教室（初中期）
【5 カ月前後の児】 2 月 13 日 (火) 9：45 ～ 10：00

（受付）

はみがき教室と
フッ化物塗布

【3 年 8 月・4 年 2 月生まれ】
2 月 22 日 (木) 9：50 ～ 11：05

（受付）

健康相談 随時 8：30 ～ 17：15

精神保健（こころ）の相談 2 月 26 日 (月) 13：30 ～ 15：30

精神科医師による
こころの健康相談

2 月 5 日 (月)
岐阜保健所に申し込む。

☎（380）3004
14：00 ～ 15：00

乳がん・大腸がん検診
【40 歳以上の女性】 2 月 15 日 (木)

午前の部
9：10 ～ 11：20

午後の部
13：10 ～ 15：20

( 受付 )
胃がん検診

（医療機関委託）
【50 歳以上】

2 月 29 日(木)まで

実施医療機関の診療
時間内です。

実施医療機関はホー
ムページで確認また
は保健センターへお
問い合わせください。

大腸がん検診
（医療機関委託）
【40 歳以上】

子宮頸がん・体がん検診
（医療機関委託）

【20 歳以上の女性】
※往診はありません。
※必ず保険証を持参し、電話連絡の上、受診
　してください。

母子健康手帳の交付 妊娠が明らかになった人は、早めに母子健康手帳の交付を受けましょう。予約制となりますので必ず事前に
ご連絡ください。（所要時間 40 分）　交付場所・予約先　保健センター（内線 5305・5306）

■人口 66,774 人（－ 266）・男 32,939 人・女 33,835 人
■世帯数 28,023 世帯（＋ 431） 令和 6 年 1 月 1 日現在
※（　）は前年同月との比較
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※会場は特に指定がない限り、市保健センターです。
※事前予約制です。お電話でお申し込みください。
※市内に住民票がある人が対象です。
※子どもの健康診査は個別に郵送する案内文書でご確認ください。
※ �4 年度に市が実施する胃がん検診の内視鏡検査、乳がん検診、子宮が

ん検診を受診した人は、5 年度に同検診を受けることができません。

問い合わせ先
子育て・健幸課（内線 5302）保健コーナー2月

献血献血はは命命をを救うボランティア 救うボランティア ご協力ご協力ををお待ちしていますお待ちしています
日時日時　２月25日 (日) 午前 9時～ 11時 30分、午後 1時～ 4時　２月 25日 (日) 午前 9時～ 11時 30分、午後 1時～ 4時
場所場所　正木コミュニティセンター　正木コミュニティセンター
問い合わせ先問い合わせ先　子育て・健幸課（内線5302）　子育て・健幸課（内線5302）

住民票・印鑑登録証明書など


